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ま え が き 
 

 いわゆる「団塊の世代」の先頭集団（昭和 22 年生まれ）が本年（平成 19 年／2007 年）

には 60 歳台入りをし、いよいよこの世代のいわゆる高齢・引退過程入りが始まる。このこ

とを背景に今後のわが国経済社会の行方をめぐって種々の議論が交わされている。楽観、悲

観、あるいは中立いずれをとるにせよ、その動向は「団塊の世代」の人々の考えや生活設計

に大きく依存することは間違いのないところである。

 このため、労働政策研究・研修機構においては、これらのことを明らかにするために基礎

となるデータを広く提供するとともに、適宜の分析を通して「団塊の世代」の今後における

高齢期の就業や生活の方向性に関する一つの試論を提供し、政策担当者を始めとして関係者

における議論の活性化を図ることを目的として、前年に当たる平成 18 年（2006 年）におい

て、「団塊の世代」を対象に今後の引退過程における就業をはじめとする生活設計や見通し

などについて調査研究を行うこととした。

 この調査シリーズ№30 は、当該調査研究の一環として実施したアンケート調査「『団塊の

世代』の就業と生活のビジョンに関する調査」（平成 18 年 10 月実施）の結果を概説したも

のである。今後このデータを活用して更なる分析を加え、その結果を別途研究報告書にとり

まとめることとしているが、この問題の喫緊性にかんがみ、調査データとそこから容易に読

み取れる特徴のみをとりあえず整理して公表することとしたものである。

調査にご協力いただいた皆様にあらためて感謝申しあげるとともに、この調査シリーズが、

この問題に関心を持たれる方々によって広範囲に活用されることを期待し、また願うもので

ある。
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